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1  ま え 力ヽ き

クフ胴ll「 病は積雪地の重要病害である。本病の発生は多

回飼養蚕にともなう多肥栽培,条桑収穫の普及で助長され

ている。本病の防除薬剤は水銀剤の使用禁止以来,代替薬

剤の検索が北陸 東山地区協定試験でなさメ

'ホ

ルマツン

剤 (農業用ホルマツン)お よびPCP・ 銅剤 (ア ビトン

'水和剤 )が選抜された。また,耕種的防除法のひとつとして

晩秋蚕期収穫時の残葉の重要性が指摘されていざ '4)。

福島県における防除薬剤はホルマリン剤を主体に使用さ

れているが効果は不安定であり, また,耕種的防除法につ

いても農家の認識はうすい。

本試験は現行防除薬剤の効果的使用法の一環として実施

したもので,チ ォファネートメチル剤の夏期散布を組合せ.

その効果を検討したものである。また,収穫形態について

は晩秋蚕期の伐採強度および残葉数と発病について調査し

,t。

2試 験 方 法

試験地は福島県南会津郡田島町水無桑園剣持 4年生(水

無桑園および同只見町稚蚕共同桑園改良鼠返 8年生 (只見

桑園 )である。供試桑園での収穫は春全伐,初秋 3割間引

き収穫,晩秋 70～ 80物残し中間伐採収穫である。肥培管

理は年間で水無桑園はN:24り , P205:96ん,, K20:
96りであり, 只見桑園ではN:22々夕,P2o5:15た 夕,K20
:18"で ある。両桑園とも年間の施肥量を春 7割 ,夏 3割

の分施の方法をとつている。また,両桑園とも清耕管理で

ある。

薬剤による防除試験は両桑国において実施し,晩秋蚕期

の伐採強度および残葉数の試験は水無桑園のみで実施した。

チオファネートメチル剤の散布は1,000倍 液を53年 8月 上

旬に約 3000/10a散布し,これに現行法のホルマリン剤12

倍液の11月 上旬散布, POP・ 銅剤100倍液を10月 中旬～11

月上旬に 2回散布およびホルマツン剤15倍液,PCP・ 銅剤

100倍液の混合液を11月 上旬に1回散布を組合せ現行法と

比較した。これらの試験面積は 3aで一連制でおこなつた。

晩秋蚕101の 伐採強度は 9月 中旬に残葉数の試験は
'月

中

旬および10月 上旬に処理した。すなわち,伐採強度は50",

Юοπおよび1∞ Oπ残しとし, 残葉数は 1000残 しとし,全

摘葉, 3葉および 5葉残しとした。これらの試験区は11月

上旬にホルマ リン剤12倍液を散布した。

防除効果の判定は54年 5月 上旬に各 1々0株について発芽

前に基部伐採した枝条についてB法により被害率を算出した。

3  試 験 結 果

本病の発生と積雪豊とは高い相関があるといわれるが,

53年から54年にかけての本試験地の積雪状況は異常に少な

く,と くに南会津部の東部にあたる田島町水無桑園にあっ

ては初雪が12月 20日 30πで最深積雪は 1月 26日 の33ωであ

った。根雪期間は 1月 13日 から約 1カ 月間にすぎず,ク ワ

枝条が埋没することはなかつた。一方,只見町の積雪状況

をみると初雪日は12月 21日 5″π,最深積雪は1月 17日 の150

οπで消雪日は 3月 31日 ,根雪期間は 100日 間であった。

かかる積雪状況のため田島町水無桑日においては無散布

区においても被害率10%と低く,薬剤散布区では被害率 4

～9%と薬剤間の差異は判然としなかった。しかしながら

只見桑園においては本病に対する罹病性品種である改良鼠

返を供試したためか,無散布の被害率,7%と 高く,薬剤間

においてもPCP銅剤 2回散布区の被害率57%,ホ ルマツ

ン剤 1回散布区38¢ , PCP・ 銅剤・チオファネートメチル

剤区34%,ついで被害率の低かったのはホルマツノ剤 ●P

CP銅剤混合液 1回散布区の24%であり,チォファネート

メチル剤の夏期散布の効果はホルマ リン剤およびホルマ ツ

ン剤 PCP銅 却1混合液との併用区で高く,被害率は両区

とも8%にすぎなかつた。しかし, PCP・ 銅剤との併用は

さほど効果は高まらなかつた。

表 : クフ臓枯病の薬剤による防除効果(剣持 日島)

^'v- 
t) '/ frl

ホルマリン剤 PCP・ 銅剤
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表2 クワ胴枯病の薬剤r_ょ る防除効果は 鼠 只見)
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0 1 5

n-)v<, lfr| 80 0

″ +rrM 1011 4 0 8

PCP,銅 剤 llll 0 57

″ +TM

ホルマリン剤・
PCP 銅剤

13 13

″ 十 TM 3 2 8

無  散  布 0 0 6

*TM:チオファネートメチル剤の略。

表3 晩秋蚕期の伐採強度とタフ月同枯病の発病

晩秋蚕期の伐採強度については判然とした結果は得られ

なかつた。

残葉数の影響については 9月 中旬処理および10月 上旬処

理ともに明らかに全摘葉区で被害率が高まった。また, 3

葉残しより5葉残しの方が被害率が低い傾向をしめした。

9月 中旬と10月 上旬の処理日の差異は判然としないが,い

ずれにしても晩秋蚕期あるいは晩 秋々蚕期の収穫時の残葉

の有無は本病発病の多少と関係しているものと考えられた。

近年永年作物の枝枯性病害が多発の傾向r_あ り,そ の対

策r_苦慮している。クフにおいても同様でとくに積雪地に

おいては本病の防除が養蚕振興の上からも重要である。

本病の防除薬剤であるホルマツン剤, PCP銅剤は北睦

東山地区協定試験課題として43年から10年間の試験成果

であり高く評価されるものである。

福島県においてはネルマツン剤を主体とした消毒法がな

されているが,本剤のより効果的な使用法の検討が要求さ

れている。

本試験でとりあげたチオフアネートメチル剤の夏期散布

は北陸・東山地区協定試験で 4年間検討され,力不足で実

用には至らなかつたものである。本剤の単独散布では 3回

散布でもさはど防除効果が上らないという?本試験ではチ

ォファネートメチル剤の夏期散布と10月 ～11月 散布の現行

薬剤との組合せてその効果を検討 したものであり,只見桑

風の成積から相当の効果が期待できるものと考えられた。

収穫形態とくに晩秋蚕期の残葉数と本病の発病について

は仲野ら?及川 g)に より詳細に試験され, また,本試験

からも確認できたと考えられる。すなわち9月 中旬～10月

上旬の全摘葉は明らかに発病を助長するもので, 100"残

しでは少なくとも3～ 5葉程度の着葉が必要と思われた。

また,伐採強度は判然とした成績は得られなかつたが,従

来の70物残し程度が妥当と思われた。
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表4 晩秋蚕期の残葉数とクワ胴綺病の発病
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(%)
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３
葉
残

9月 中旬 53 3 0 ,

10月 上旬 52 4 0 9

５
葉
残

9月 中旬 17 1 0 5

10月 上旬 2 0 4

全
摘
葉

9月 中旬 51 11 15 5

10月 上旬 10 14 5


